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「分析化学」編集委員会では，「分析化学」誌に掲載さ

れた論文の中から，独創性があり，実用的にも優れた分

析技術や測定機器，並びに科学技術や産業の発展に貢献

すると認められる論文の著者全員に，編集委員長名で

「分析化学」産業技術論文賞を授与することにしていま

す。本年度は多くの優れた論文の中から受賞論文とし

て，上記の論文が選定されましたので，お知らせいたし

ます。

【選定理由】

誘導結合プラズマ質量分析法（ICPMS）は，極微量

の金属元素を検出・定量する手段として，半導体産業を

はじめ，様々な分野で用いられている。なかでも生体試

料の分析は，メタロミクス（生命金属に関する研究）の

進展とともに，その応用研究が増している。血液や尿な

どの生体試料は，複雑なマトリックス（例えば高濃度の

主成分元素）で構成されており，それらが微量の目的イ

オンの測定を妨害する。そうした様々な干渉を回避する

ために，主成分元素の除去，目的成分の分離・濃縮，あ

るいはコリジョン・リアクションセルの利用など，種々

の工夫が施されてきた。

著者らは，高い質量分解能を有する磁場型二重収束

ICPMS をベースとした血中微量元素の多元素同時定

量法を開発し，血中の微量元素と心疾患・腎疾患の因果

関係を考察した。本法により，健常者と心疾患・腎疾患

患者について，血清中の 25 元素を測定し，測定結果の

多変量解析から，心疾患患者群では健常者群に比べ，

Mn と Se の濃度が低下していることを見いだした。ま

た，心機能評価指標の一つである左室駆出率と Se 濃度

の相関関係を示した。一方，タンデム四重極型の ICP

MS/MS に関しても，干渉回避技術の向上に取り組

み，とくに生体試料中の As 及び Se については，マス

シフト法により 10 倍以上の高感度化を達成した。さら

に著者らは，元素の位置情報を取得できるように，レー

ザーアブレーション ICPMS によるイメージング分析

にも取り組んでいる。Nd:YAG レーザーを用いた毛髪

試料のラインプロファイル分析からはじまり，現在は生

体組織内の無機元素の二次元分布計測を展開している。

なかでも，フェムト秒レーザーを活用することで，感度

および空間分解能を飛躍的に向上させ，その実用性を明

確にした。また，抗原抗体反応を利用したラベル化法に

より，マウス坐骨神経中の特定タンパク質のイメージン

グ分析にも成功した。このように，著者らは，生体試料

の微量元素分析に，ICPMS の技術革新を積極的に取

り入れており，これらの成果は，メタロミクス研究のみ

ならず，ICPMS 関連技術の進歩にも貢献するものと

考えられる。

以上の理由により，本論文を 2020 年「分析化学」産

業技術論文賞受賞論文に値するものと認め，選定した。

［「分析化学」産業技術論文賞選考委員会］

【代表著者のコメント】

この度は「分析化学」産業技術論文賞に選定いただき，

誠にありがとうございます。編集委員会の先生方をはじ

めとする関係各位に対し，著者一同，厚く御礼申し上げ

ます。本研究の遂行にあたっては，東京大学の平田岳史

教授より数々のご助言，ご協力を賜りました。心より御

礼申し上げます。

2004 年に原口紘 教授（現名古屋大学名誉教授）に

よりメタロミクスが提唱されてから後も，ICPMS は

日々進歩を続けており，当初開発した磁場型二重収束

ICPMS による分析法も，ICPMS/MS に置き換わる

ケースが多くなりました。また，イメージング分析で

は，ガルバノ光学系フェムト秒レーザーの導入により，

ライフサイエンス以外の分野でも大きな成果が得られつ

つあります。

受託分析を業務とする者として，今後もこのような技

術革新を積極的に取り入れ，質の高い分析サービスを提

供し，さらには分析化学の発展に少しでも貢献して参り

たいと思います。


